
施設において日々取り組んでいる実践を意
味づけ、それを読み手と共有することは、がん
看護が発展するうえで大変重要です。

みなさん、「実践報告」を書いて投稿してみ
ませんか。本講演では、実践者のみなさまが
「そうか、査読のポイントはここか！では、このポ
イントを明確に書けばいいのだな。私も投稿で
きるかも」と思ってもらえるような「勇気が湧いて
親しみのある講演」を企画しております。

片岡 純 先生
(愛知県立大学大学院 看護学研究科 教授)

■日時：2022年2月19日（土） 15:20～16:20
■場所：パシフィコ横浜 ノースG8（第3会場）

第36回日本がん看護学会学術集会

「実践報告」の投稿にチャレンジしよう！
～査読者が大切にしている査読のポイント～

主催：日本がん看護学会編集委員会


	スライド番号 1

